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＊当基金＝日本電子回路厚生年金基金）

平成18年3月 � 平成20年3月 � 平成22年3月 � 平成23年3月 � 平成24年3月 

（2006） � （2008） � （2010） � （2011） � （2012） 

年 資 � 564億円 � 524億円 � 494億円 � 480億円 � 483億円 

L秋“ リーマンショック　　　　　　L3／11去宝毯　　L2月坦砥誼事件 

i l 平雷撃月l 平薯害月l 平誓書月喜平菩誓！≡警萱空

間上：523億中国回国」。翳
安倍　　　　　　　　　　　　　　19，206円　　　　　　　　　500億円代行分返上

①上表での平成28年3月の欄の下に「27／4－28／3に500億円。岱往盆返上」とあるのは、当基金が国

から預かり代行していた厚生年金の部分を返上（亜組）納付したということで、非常に良いタイミング

での処理であったと考えられます。

（②なお、平成29年の年金資産の堆註金額は、当基金が金宝しているものです。また、2皇室と塾生の

金額には、（比較の便のために）返上（前納）した500億円を含めています。

解散後の年金受給など

平成29年3末の年金資産金額を当基金が推計した632億円をもとにして、「当基金」解散後平成29年

4月からの「新回路基金」へ移行したあとの動きについて、特に私たち「年金」受給者の立場から、下表

のようにまとめました。（なお、当基金は解散後の逼塞（分配金の亜定）は組皇室後と言っています）

年　月 � 内　　　　容 

平成29年4月 � 解散時の堅塁佳日から代行の堅塑僅巴を引いた132億円前後が、「新回路基金」 

の年金資産（盤畳）となる。ただし、この年金資産についての留意点は次のとおり。 

i ）国の厚生年金部分は国に組曲しているので、私たちが在職申天引きされた保 

陰粗金に相当するものは含まれていない（※ 基金加盟の会社が負担したもの）。 

i i ）この年金資産には、まだ年金受給者になっていない現役従業員分のものが 

多く含まれていて、いうまでもなく、私たち年金受給者だけのものではない。 

平成29年4月 � この間の当基金独自の「加算部分」の取扱いは次の三通勤こなる。（なお、当基金 

以降 � 受給開始時に一時金を選択した人は対象にはならない） 

i ）＜「加算年金」の＊僅亜盟固＊が終っていない人＞ 

加算年金には＊保証期間＊（筆者の場合は受給開始から適宜／75歳迄）があり、29 

年4月時点で、その保証期間に達していない場合は引き続き「新回路基金i に移 

往する。（但し、その金額、支給左法は残余財産の分配、各人盈l の状況等によっ 

て異なってくる） 

i i ）＜「加算年金」の＊保証週間室が終っている人＞ 

＊保証期間＊が終っている場合（筆者は皇生前の盤終了）は、「新回路基金」に 

は移行せず、組2生後に、分配金が各人別の状況等によって、一時金が支給さ 

れる（遍在支給の加算年金は停止）。 

【注】「加算部分」の取扱いは大略は上記の通りですが、その他の詳細事項等について 

は各人宛に通知される予定です。 

Ⅱ）国の 関 項

1）私たちには直接関係ありませんが、新聞等で報道された通り、国民年金（基礎年金）受給に必要な保険料

料納付期間が2互生から1Q重にする法律が成立しました。

2）私たちに直接関係あるものとして、年金の支給額の伸びを賃金や物価上昇分より抑える、「マクロ経済

スライド」の見直しが国会で審議中です。

≪このレポートは28．11．25現在迄の当基金の公表資料及び報道機関資料等により作成しました≫



公的年金積立金などの仕組み

積 か � � � � 立金 らの り入れ 
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（年金積立金管理運用 独立行政法人） � � � l  i  i  � 二三三三　働綾皆碕） 

¢　　　　　　　　　　＝：吾，・・・・．．　保 

年金積立籍⑪羅畿 

28／3現在積立金 � 約134兆円 � � 1、“ ・・… 〇° ‘ ‘ ‘  ！ 

13／4－28／3収益計 � 約　45兆円 


